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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号伝達情報のサンプルを生成するように構成されたスライサと、
　前記サンプルを積算するように構成されたデジタル積算器を有する復調器と、
を備え、前記復調器は、前記信号によって伝達された前記情報の前記積算されたデータ表
現をサンプルから復元するようにさらに構成され、
　前記信号は、パルス位置変調化信号であり、
　前記デジタル積算器は、前記パルス位置変調化信号に基づいて第１および第２の仮定位
置で前記サンプルを蓄積するように構成され
　前記デジタル積算器は、前記第１および第２の仮定位置のうちの少なくとも１つのため
の蓄積期間を変化させるようにさらに構成され、
　前記スライサは、前記信号のサンプリングのためのサンプリング周波数を変化させるよ
うに構成される、
装置。
【請求項２】
　前記デジタル積算器は、前記第１の仮定位置での前記サンプルを蓄積するように構成さ
れた第１のアキュムレータおよび前記第２の仮定位置で前記サンプルを蓄積するように構
成されたアキュムレータを備える、
請求項１に記載の装置。
【請求項３】
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　前記復調器は、前記第１および第２の仮定位置で前記蓄積されたサンプル間の差を比較
するように構成された減算器をさらに備える、
請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記信号によって伝達された前記情報は、符号化され、前記復調器によって復元された
前記データは、前記減算器によって計算された前記差を備える軟判定を含む、
請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記信号によって伝送された前記情報は、符号化されず、前記復調器によって復元され
た前記データは、前記減算器によって計算された前記差に基づく硬判定を含む、
請求項３に記載の装置。
【請求項６】
　前記復調器は、閾値と前記減算器によって前記計算された差を比較することによって前
記硬判定を生成するように構成された比較器をさらに備える、
請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記スライサは、１ビットスライサを備える、
請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記スライサは、Ｎが１より大きな整数である、Ｎビットスライサを備える、
請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記信号の２乗操作を実行するように構成されたスクエアラを備え、前記サンプルは、
前記２乗された信号から生成される、
請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記２乗された信号をフィルタにかけるように構成されたローパス・フィルタをさらに
備える、
請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　信号伝達情報のサンプルを生成することと、
　前記サンプルを積算することと、
　前記信号によって伝達された前記情報のデータ表現を前記積算されたサンプルから復元
することと、
を備え、
　前記信号は、パルス位置変調化信号であり、
　前記サンプルを積算することは、前記パルス位置変調化信号に基づいて第１の仮定位置
で前記サンプルを積算することおよび第２の仮定位置で前記サンプルを積算することを備
え、
　前記サンプルを積算することは、前記第１および第２の仮定位置のうちの少なくとも１
つのための蓄積期間を変化させることをさらに備え、
　前記サンプルを生成することは、前記信号をサンプリングするためのサンプリング周波
数を変化させることを備える、
ワイヤレス通信のための方法。
【請求項１２】
　前記データの復元は、前記第１および第２の仮定位置での前記積算されたサンプル間の
差を計算することを備える、
請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記信号によって伝達された前記情報は、符号化され、前記データの復元は、前記計算



(3) JP 5420637 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

された差を比較する軟判定を行なうことを含む、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　　前記信号によって伝送された前記情報は、符号化されず、前記データの前記復元は、
前記計算された差に基づく硬判定を行なうことを含む、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記硬判定を行なうことは、閾値と前記計算された差を比較することを備える、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記信号を２乗することをさらに備え、前記サンプルは、前記２乗された信号から生成
される、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記２乗された信号をローパス・フィルタにかけることをさらに備える、
請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　信号伝達情報のサンプルを生成するための手段と、
　デジタル処理で前記サンプルを積算するための手段と、
　前記信号によって伝達された前記情報のデータ表現を前記積算されたサンプルから復元
するための手段と、
を備え、
　前記信号は、パルス位置変調信号であり、
　前記サンプルをデジタル処理で積算するための手段は、第１および第２の仮定位置で前
記サンプルを積算するための手段を備え、
　前記サンプルを生成するための前記手段は、前記信号をサンプリングするためのサンプ
リング周波数を変化させるための手段を備え、
　前記第１および第２の仮定位置のうちの少なくとも１つのための蓄積期間を変化させる
ための手段をさらに備える、
装置。
【請求項１９】
　前記サンプルをデジタル処理で積算するための手段は、前記第１の仮定位置で前記サン
プルを積算するための手段と、前記第２の仮定位置で前記サンプルを積算するための手段
と、をさらに備える、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記データを復元するための手段は、前記第１および第２の仮定位置で前記積算された
サンプル間の差を計算するための手段を備える、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記信号によって伝達された前記情報は、符号化され、前記データを復元するための手
段は、前記計算された差を備える軟判定を行なうための手段をさらに備える、
請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記信号によって伝達された前記情報は、符号化されず、前記データを復元するための
手段は、前記計算された差に基づいて硬判定を行なうための手段をさらに備える、
請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　硬判定を行なうための前記手段は、閾値と前記計算された差を比較するための手段を備
える、
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請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記サンプルを生成するための手段は、１ビット・スライサを備える、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２５】
　サンプルを生成するための前記手段は、Ｎが１より大きな整数である、Ｎビット・スラ
イサを備える、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２６】
　前記信号上で２乗する操作を実行するための手段をさらに備え、前記サンプルは、前記
２乗された信号から生成される、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２７】
　前記２乗された信号をローパス・フィルタにかけるための手段をさらに備える、
請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
ワイヤレス通信のためのコンピュータ・プログラムであって、
　コンピュータに、信号伝達情報のサンプルを生成させて積算させ、前記信号によって伝
達された前記情報のデータ表現を前記積算されたサンプルから復元させるためのコードを
備え、前記信号は、パルス位置変調化信号であり、前記サンプルを積算することは、前記
パルス位置変調化信号に基づいて第１の仮定位置で前記サンプルを積算することおよび第
２の仮定位置で前記サンプルを積算することを備え、前記サンプルを積算することは、前
記第１および第２の仮定位置のうちの少なくとも１つのための蓄積期間を変化させること
をさらに備え、
　前記コンピュータに、前記サンプルを生成させるためのコードは、前記コンピュータに
、前記信号をサンプリングするためのサンプリング周波数を変化させるためのコードを備
える、
コンピュータ・プログラム。
【請求項２９】
　信号伝達情報のサンプルを生成するように構成されたスライサと、
　前記サンプル積算するよう構成されたデジタル積算器を有する復調器と、なお、前記復
調器は、前記信号によって伝達された前記情報のデータ表現を前記積算されたサンプルか
ら復元するようにさらに構成される、
　前記データに基づいたサウンドを生成するように構成された変換器、
を備え、
　前記信号は、パルス位置変調化信号であり、
　前記デジタル積算器は、前記パルス位置変調化信号に基づいて第１および第２の仮定位
置で前記サンプルを蓄積するように構成され
　前記デジタル積算器は、前記第１および第２の仮定位置のうちの少なくとも１つのため
の蓄積期間を変化させるようにさらに構成され、
　前記スライサは、前記信号をサンプリングするためのサンプリング周波数を変化させる
ように構成される、
ヘッドセット。
【請求項３０】
　信号伝達情報のサンプルを生成するように構成されたスライサと、
　前記サンプルを積算するように構成されたデジタル積算器を有する復調器と、なお、前
記復調器は、前記信号によって伝達された前記情報のデータ表現を前記積算されたサンプ
ルから復元するようにさらに構成される、
　前記データに基づいた指示を提供するように構成されたユーザ・インターフェースと、
を備え、
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　前記信号は、パルス位置変調化信号であり、
　前記デジタル積算器は、前記パルス位置変調化信号に基づいて第１および第２の仮定位
置で前記サンプルを蓄積するように構成され
　前記デジタル積算器は、前記第１および第２の仮定位置のうちの少なくとも１つのため
の蓄積期間を変化させるようにさらに構成され、
　前記スライサは、前記信号をサンプリングするためのサンプリング周波数を変化させる
ように構成される、
ウォッチ。
【請求項３１】
　信号伝達情報のサンプルを生成するように構成されたスライサと、
　前記サンプルを積算するように構成されたデジタル積算器を有する復調器と、なお、前
記復調器は、前記信号によって伝達された前記情報のデータ表現を前記積算されたサンプ
ルから復元するようにさらに構成される、
　前記復調器から前記データに基づいたデータを生成するように構成されたセンサと、を
備え、
　前記信号は、パルス位置変調化信号であり、
　前記デジタル積算器は、前記パルス位置変調化信号に基づいて第１および第２の仮定位
置で前記サンプルを蓄積するように構成され
　前記デジタル積算器は、前記第１および第２の仮定位置のうちの少なくとも１つのため
の蓄積期間を変化させるようにさらに構成され、
　前記スライサは、前記信号をサンプリングするためのサンプリング周波数を変化させる
ように構成される、
検出デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に通信システムに関し、特に、スライサに基づいた復調のための概念お
よび技法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ピアツーピア・ネットワークは、アドホック接続を介してワイヤレスデバイスと接続す
るために一般に使用される。これらのネットワークは、通信が通常中央サーバを備える、
従来のクライアントサーバモデルと異なる。ピアツーピア・ネットワークは、互いに直接
通信する等しいピアデバイスだけを有する。そのようなネットワークは、多くの目的に有
用である。ピアツーピア・ネットワークは、例えば、短距離または屋内用のための消費者
電子電線交代システム（consumer electronic wire replacement system）として使用さ
れ得る。これらのネットワークは、時々ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰ
ＡＮ）と称され、短距離にわたってワイヤレスデバイス間のビデオ、オーディオ、音声、
テキストおよび他のメディアを効率的に転送するために有用である。
【０００３】
　ＷＰＡＮは、住居あるいは小さなオフィス内のデバイスのために接続性を提供し、ある
いは人によって運ばれるデバイスのために接続性を提供するために使用され得る。典型的
なシナリオにおいて、ＷＰＡＮは、１０メートルのオーダの範囲内のデバイスのために接
続性を提供し得る。いくつかの適用において、携帯電話のような携帯デバイスは、例えば
、パルス状の超広帯域ワイヤレスシステム（ＵＷＢ）を経由してヘッドセットで通信し得
る。比較的少量の電力を消費するデバイスは、一般に、これらおよび他のタイプの適用に
望ましい。例えば、そのようなデバイスの低い電力消費は、小さなバッテリー・サイズお
よび／または長期にわたる電池寿命を可能にさせる。
【０００４】
　この目的のために、パルス位置変調（ＰＰＭ）を備えたパルス状のＵＷＢ技法をインプ



(6) JP 5420637 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

リメントする物理層の設計アプローチは、例として、低電力および低複雑度のシステム設
計のために利用されている。しかしながら、そのようなアーキテクチャをインプリメント
するために要求されるＲＦ設計は、例えば、アナログ・エネルギー検出器に基づくＰＰＭ
復調器から生じる重要な課題に直面する。したがって、はるかに単純で、低電力消費の設
計アプローチの必要がある。
【発明の概要】
【０００５】
　本開示の１つの態様において、ワイヤレス通信のための装置は、信号伝達情報のサンプ
ルを生成するように構成されたスライサと、サンプルを積算するように構成されたデジタ
ル積算器を有する復調器と、を含み、デジタル積算器は、信号によって伝達された情報の
データ表現を積算されたサンプルから復元するようにさらに構成されている。
【０００６】
　本開示の別の態様において、ワイヤレス通信の方法は、信号伝達情報のサンプルを生成
することと、サンプルを積算することと、信号によって伝達された情報のデータ表現を積
算されたサンプルから復元することと、を含む。
【０００７】
　また別の本開示の態様において、ワイヤレス通信のための装置は、信号伝達情報のサン
プルを生成するための手段と、サンプルを積算するための手段と、信号によって伝達され
た情報のデータ表現を、積算されたサンプルから、復元するための手段と、を含む。
【０００８】
　本開示のさらなる態様において、ワイヤレス通信のためのコンピュータ・プログラム製
品は、例えば、少なくとも１つのプロセッサによって信号伝達情報のサンプルを積算し、
信号によって伝達された情報のデータ表現を積算されたサンプルから復元するために実行
可能なコードを備えるコンピュータ可読媒体を含む。
【０００９】
　また本開示のさらなる態様において、ノードは、信号伝達情報を受信するように構成さ
れたアナログ・フロント・エンドと、信号のサンプルを積算するように構成されたスライ
サと、サンプルを積算するように構成されたデジタル積算器を有する復調器とを含み、復
調器は、信号によって伝達された情報のデータ表現を積算されたサンプルから復元するよ
うにさらに構成される。
【００１０】
　発明の他の態様が、例証を経由して発明の様々な態様のみを示し、説明される、以下の
詳細な説明から当業者に対して容易に明白になるであろうことが理解される。実現される
ことになるような、発明は、他の態様および異なる態様に適応することができ、そのいく
つかの詳細は、発明の範囲から外れることのないすべての様々な他の態様を修正すること
ができる。従って、図面および詳細な説明は、限定としてではなく、本質の例証としてみ
なされることになる。
【００１１】
　本開示の様々な態様は、添付の図面において、限定としてではなく例示の目的として例
証される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】ワイヤレス通信システムの例を例証する概念図である。
【図２Ａ】スライサに基づく復調器を含む受信コンポーネントの例を例証する略ブロック
図である。
【図２Ｂ】スライサに基づく復調器を含む受信コンポーネントの例を例証する略ブロック
図である。
【図３】１ビット・スライサによって実行される決定プロセス例を例証する単純化された
ブロック図である；
【図４】受信機の機能性の例を例証する概念ブロック図である。



(7) JP 5420637 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

【発明を実施するための形態】
【００１３】
　開示の様々な態様は、以下で説明される。この中での教示が種々様々の形式で具体化さ
れ得、任意の特定構造、機能、あるいはここに開示されたその両方が単に表現されること
が容易であるべきである。この中での教示に基づいた当業者は、この中で開示された態様
が任意の他の態様と独立して実施され、これらの態様の２つまたはそれ以上の任意の他の
態様が様々な方法で組み合わせられ得ることを認識すべきである。例えば、ここで説明さ
れる任意の数の態様を使用して、装置は、インプリメントされ得る、あるいは、方法は、
インプリメントされ得る。さらに、構造、機能性、あるいはここに説明される１つまたは
複数の態様に追加またはそれ以外の構造および機能性を使用して、そのような装置はイン
プリメントされ、そのような方法は、インプリメントされ得る。態様は、請求項の１つま
たは複数のエレメントを備え得る。
【００１４】
　受信機のいくつかの態様はこれから示されることになる。受信機は、移動電話、携帯情
報端末（ＰＤＡ）、ラップトップ・コンピュータ、モデム、カメラ、ゲーム機、デジタル
・オーディオ・プレーヤ、あるいは他の適切なビデオ、オーディオ、および／またはデー
タ・デバイスのような、ユーザ・デバイスの一部であり得る。代替として、受信機は、ワ
イヤレスネットワーク（例えば、ＷＰＡＮ）の他のノードへのアクセスを提供するアクセ
ス・ポイントの一部であり得る。多くのアプリケーションにおいて、受信機は、受信も送
信もするデバイスの一部であり得る。したがって、そのようなデバイスは、個別のコンポ
ーネントあるいは「トランシーバ」として知られる単一のコンポーネントに受信機と一体
化した送信機を要求するだろう。当業者が容易に認識するように、この開示にわたって説
明される様々な概念は、受信機がスタンドアロン・デバイス、トランシーバと一体化され
たもの、ワイヤレス通信のノードの一部であるかどうかにかかわらず、任意の適切な受信
機機能に適用可能である。
【００１５】
　以下の詳細な説明において、受信機の様々な態様は、パルス状のＵＷＢシステムのコン
テキストに記載されるだろう。ＵＷＢは、非常に広い帯域幅にわたって高速通信を提供す
るための技法である。パルス状のＵＷＢがほんの少しの電力を消費する非常に短いパルス
で送信されるため、この技法は、ＷＰＡＮアプリケーションによく適している。しかしな
がら、当業者が容易に認識するように、この開示のわたって示される様々な態様は、様々
な他のワイヤレス通信システムのための受信機に同様に適用可能である。従って、パルス
状のＵＷＢシステムへの任意の参照は、そのような態様が広範囲の本出願を有することを
理解するとともに、様々な態様を例証するために単に意図される。例示の目的のために、
この開示にわたって公開される様々な態様は、ブルートゥース、８０２．１１および他の
ワイヤレス技法のための受信機に適用され得る。
【００１６】
　ワイヤレス通信システムの例示が図１を参照してこれから示されることになる。ワイヤ
レス通信システム１００は、様々な他のワイヤレス・ノード１０４と通信するラップトッ
プ・コンピュータ１０２で示される。この例において、コンピュータ１０２は、デジタル
・カメラ１０４Ａからのデジタル写真を受け取り、印刷のためにプリンタ１０４Ｂにドキ
ュメントを送り、スマート・バンドエイド１０４Ｃと通信し、携帯情報端末（ＰＤＡ）１
０４Ｄ上で電子メールと同期し（synch-up）、デジタル・オーディオ・プレーヤ（例えば
ＭＰ３プレーヤ）１０４Ｅに音楽ファイルを転送し、大容量記憶装置１０４Ｆにデータお
よびファイルをバックアップし、ウォッチ１０４Ｇで時刻をセットし、検出デバイス１０
４Ｈ（例えば、生体測定センサ、心拍数モニタ、万歩計（登録商標）、ＥＫＧデバイス、
などのような医療デバイス）からデータを受信し得る。さらに、デジタル・オーディオ・
プレーヤ１０４Ｅからオーディオを受け取るヘッドセット１０６（例えば、ヘッドホン、
受話器、など）が示される。
【００１７】
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　ワイヤレス通信システム１００の１つの形態において、コンピュータ１０２は、広域ネ
ットワーク（ＷＡＮ）（つまり、ある地域、全国的な領域、或いは全世界の領域をカバー
するワイヤレス・ネットワーク）にアクセス・ポイントを供給する。ＷＡＮの共通の１つ
の例はインターネットである。ＷＡＮの別の例は、ＣＤＭＡ２０００をサポートするセル
ラ・ネットワーク、音声を送るために符号分割多元接続（CDMA）を使用するテレコミュニ
ケーション標準、データおよびモバイル加入者間のシグナリングである。セルラ・ネット
ワークは、時にワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）と称される。ＷＷＡＮの別の例
は、その両方がＣＤＭＡ２０００ファミリ或いはエアー・インターフェース標準の一部で
ある、ＥＶ－ＤＯ（Evolution-Data Optimized）或いはＵＭＢ（Ultra Mobile Broadband
）のような、モバイル加入者に広帯域インターネットアクセスを提供するセルラ・ネット
ワークである、広帯域（ＵＭＢ）、それらの両方はエアー・インターフェース基準のＣＤ
ＭＡ２０００ファミリの一部である。代替あるいは追加として、コンピュータ１０２は、
イーサネット（登録商標）モデムへのＵＷＢ接続、或いはローカル・エリア・ネットワー
ク（ＬＡＮ）（つまり、住居、オフィスビル、コーヒーショップ、運送ハブ、ホテル、な
どの数十メートルから数百メートルまでを一般にカバーするネットワーク）に対する他の
あるインターフェースを有し得る。
【００１８】
　以上で説明されたワイヤレス通信システムおよび他のシステムで使用されるために適し
ている受信機のいくつかの例が図２Ａおよび２Ｂを参照してこれから示される。
【００１９】
　図２Ａを参照して、信号ソース２０２は、符号化シンボルを含む情報を生成し、情報を
持つキャリア信号を変調する。情報は、畳み込み符号、ターボ符号あるいは他の適切な符
号スキームで符号化され得る。その後、変調されたキャリア信号は、受信機２０６にワイ
ヤレスチャネル２０４を通じて送信される。
【００２０】
　受信機２０６で、変調されたキャリア信号は、フロントエンドでアナログ回路によって
処理される。アナログ回路の概念の例は、図２に示される。それはアンテナ２０８、バン
ドパスフィルタ（ＢＰＦ）２１０、低雑音増幅器（ＬＮＡ）２１２、スクエアラ（square
r）２１４、ローパス・フィルタ（ＬＰＦ）２１６および可変利得増幅器（ＶＧＡ）２１
７を含む。この例において、変調されたキャリア信号は、アンテナ２０８で受信し、ワイ
ヤレスチャネル２０４から受信した帯域外雑音および干渉を削除するためにＢＰＦ２１０
に提供される。ＢＰＦ２１０からのフィルタにかけられた信号は、良い雑音性能で増幅を
提供する、ＬＮＡ２１２に提供される。その後、ＬＮＡ２１２からの増幅された信号は、
スクエアラ２１４に提供される。スクエアラ２１４は、増幅された信号から信号の大きさ
（signal magnitude）を得るために使用される。スクエアラ２１４は、ダウン変換（示さ
れていない）の後に、中間周波数でインプリメントされる、あるいはＲＦで直接インプリ
メントされ得る。その後、スクエアラ２１４からの信号は、ＬＰＦ２１６に提供される。
代替として、ＬＰＦ２１６は、スクエアラ２１４に固有のものであり得る。ＬＰＦ２１６
応答は、固定或いは適応的に制御され得る。ＬＰＦ２１６からのフィルタにかけられた信
号出力は、さらなる増幅のためにＶＧＡ２１７に提供される。
【００２１】
　ＶＧＡ２１７からの信号出力は、スライサ２１８によってサンプリングされる。この例
におけるスライサ２１８は、１ビット・スライサであるが、Ｎビット・スライサであるこ
とが可能である。ここで、Ｎは、付加システム設計パラメータであり得る。１ビット・ス
ライサは、サンプリング周波数ｆｓで信号に関する１ビット決定を行なう。サンプリング
周波数は、パフォーマンス最適化のために固定或いは適応的に制御され得る。図３に示さ
れるように、１ビット・スライサは、１／ｆｓの間隔によって空間の離れたディスクリー
ト・ポイントで信号の大きさに基づいて決定を行なう。決定ポイントでの信号の大きさが
閾値より上にある場合、そのサンプルに対するビット値は「１」にセットされる。大きさ
が閾値より大きくない場合、そのサンプルに対するビット値は「０」にセットされる。
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【００２２】
　ＬＮＡ利得、ＶＧＡ利得、および／またはスライサ閾値は、情報の受信の間に適切な性
能を得るために適応的に修正され得る。
【００２３】
　スライサ２１８からのサンプル化された出力は、信号ソース２０２によって送信された
信号によって伝達された情報のデータ表現を復元するために、復調器２２０に提供される
。復調器２２０の機能性は、より詳細に手短に説明されることになる。復調器２２０によ
って復元されたデータは、符号化シンボルから成るデータをデータ・シンク２２６によっ
てさらなる処理のためのデジタル・ビット・ストリームに変換するために、復号器２２４
に提供される。データ・シンク２２６の特定のインプリメンテーションは、特定のアプリ
ケーションに依存することになる。例示の目的で、データ・シンクは、ヘッドセットのた
めの変換器、ウォッチのためのユーザ・インターフェース、および検出デバイスのための
センサであり得る。
【００２４】
　復調器２２０の配置は、信号ソース２０２でインプリメントされた変調スキームに依存
することになる。当業者が容易に理解するように、信号ソース２０２によって送信された
信号は、多数の既知の変調スキームのうちの任意のもので変調され得る。ここで説明され
た様々な概念は、非コヒーレント・エネルギ検出を使用して完全あるいは部分的に復調さ
れる、Ｍ個の任意のＰＰＭあるいは任意の集まり（constellation）に拡張されることが
できるが、適切な変調スキームの１つの例は、バイナリＰＰＭ（ＢＰＰＭ）である。ＢＰ
ＰＭは、少量の情報がフレーム毎に送信される変調技法である。例示の目的で、フレーム
は、半分に分割され得、半分の各々には、多数のタイムスロットを有する。この例におい
て、ビットが「０」である場合、信号ソース２０２は、フレームの第１の半分のタイムス
ロットのうちの１つの中でパルスを送信し、ビットが「１」である場合、フレームの第２
の半分のタイムスロットの中でパルスを送信する。
【００２５】
　いくつかの配置において、タイム・ホッピング技法は、ＢＰＰＭと共に使用され得る。
タイム・ホッピングは、信号ソースが各フレームの異なるスロットの中で送信する拡散ス
ペクトラム技法である。例示の目的で、信号ソース２０２は、各フレームの異なるタイム
スロットの中でパルスを送信し得る。信号ソース２０２が各フレームのパルスを送信する
特定のタイムスロットは、擬似乱数置換シーケンスあるいは擬似乱数ノイズ（ＰＮ）コー
ドによって変更されるかランダム化される。
【００２６】
　信号ソース２０２と受信機２０６との間の同期は、フレームの出発点を決定するために
必要であり得る。タイム・トラッキング・アルゴリズム（time tracking algorithms）は
、同期を維持するために使用され得る。いくつかの配置において、信号ソース２０２は、
それとともに同期を維持するために受信機２０６へ同期パルスを送信する。同期パルスは
、受信機２０６のタイミング回路（示されない）を動作する働きをする。
【００２７】
　復調器２２０、デジタル積算器２２１および減算器２２２へのチューニングは、復調機
能を実行するために使用され得る。デジタル積算器２２１は、２つの仮定位置（position
 hypothesis）でスライサ２１８からのサンプルを蓄積する。第１の仮定位置は、送信さ
れたビットが「０」である場合にパルスが期待される、フレームのタイムスロットの間に
生じ、第２の仮定位置は、送信されたビットが「１」である場合にパルスが期待される、
同じスロットのタイムスロットの間に生じる。タイム・トラッキング・アルゴリズム（示
されない）は、タイム・ホッピング・シーケンスに基づいて各フレーム内に第１および第
２の仮定がどこに生じるかを決定するために使用され得る。各仮定のウィンドウ長（つま
り、蓄積期間）は、特定のアプリケーションに依存する。代替として、あるいは追加とし
て、ウィンドウ長は、固定あるいは適応的に制御され得る。
【００２８】
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　復調器２２１の１つの配置において、２つのアキュムレータ２２１Ａおよび２２１Ｂが
使用される：１つが第１の仮定位置のためであり、１つが第２の仮定位置のためである。
減算器２２２は、２つの仮定位置で蓄積された値の間の差（Ｓ２－Ｓ１）から軟判定を計
算するために使用される。復号器２２４は、信号ソース２０２によって当初送信されたデ
ータ・ビットを復号するために軟判定を使用する。使用された復号器２２４のタイプは、
信号ソース２０２で使用された符号スキームに依存することになる。例示の目的で、情報
がそれぞれ畳み込み符号あるいはターボ符号で信号ソース２０２において符号化された場
合にビタビ復号器あるいはターボ復号器が要求され得る。
【００２９】
　図２Ｂを参照して、受信機２０６の一例は、信号ソース２０２から符号化されていない
変調キャリア信号を受信するためにこれから示されることになる。この例における受信機
２０６の動作は、硬判定が復調器２２０で行なわれる以外は、基本的に図２Ａに関連して
以前に説明された受信機と同じである。復調器２２０の少なくとも１つの配置において、
比較器２２３は、信号ソース２０２によって当初送信されたデータ・ビットを決定するた
めに使用され得る。より具体的には、減算器の出力は、「０」と比較され得る。２つの蓄
積値間の差（Ｓ２－Ｓ１）が「０」より大きい場合、硬判定は、送信ビットが「１」であ
るとする。反対に、２つの蓄積値間の差（Ｓ２－Ｓ１）が「０」未満である場合、硬判定
は、送信ビットが「０」であるとする。
【００３０】
　復調器２２０は、汎用プロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（
ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ
（ＦＰＧＡ）、プログラム可能論理回路、コントローラ、ステートマシン、個別のハード
ウェア・コンポーネント、あるいはそれらの任意の組み合わせ、またはこの開示を通じて
説明された様々な機能を実行することができる他の適切なエンティティあるいは複数のエ
ンティティでインプリメントされる或いは実行され得る。復調器２２０は、さらにソフト
ウェアを格納するための１つまたは複数の機械可読媒体を含むあるいはそれらによってサ
ポートされ得る。ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハー
ドウェア記述言語あるいはソフトウェアは指示、データあるいは他のものと称されようと
も、ソフトウェアは、命令、データあるいはそれらの任意の組み合わせを意味するために
広く理解されるべきである。命令は、コード（例えば、ソース・コード・フォーマット、
バイナリ符号フォーマット、実行可能なコード・フォーマット、あるいはコードの任意の
他の適切なフォーマット）を含み得る。
【００３１】
　機械可読媒体は、ある場所から別の場所にソフトウェアの転送を容易にする任意の媒体
を含む。例示の目的で、機械可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ
あるいは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、あるいは他の磁気記憶装置、
または命令あるいはデータの形式でソフトウェアを伝達あるいは格納するために使用され
処理システムによってアクセスされることができる任意の他の媒体を含む。さらに、任意
の接続は、適切に機械可読媒体と称される。例えば、ソフトウェアが同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、あるいは赤外線、無
線およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバあるいは
他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペ
ア、ＤＳＬ、あるいは赤外線、無線およびマイクロ波のようなワイヤレス技法は、媒体の
定義に含まれる。上記の組み合わせは、さらに機械可読媒体の範囲内に含まれるべきであ
る。
【００３２】
　図４は、受信機２０６の機能性の例を例証する概念のブロック図である。この例におい
て、受信機２０６は、信号伝達情報のサンプルを生成するための手段４０２を含む。この
機能は、以上に説明されたスライサ２１８、あるいは他のある手段によって実行され得る
。受信機２０６は、さらにデジタル処理でサンプルを積算するための手段４０４を含み、
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積算されたサンプルから、信号によって伝達された情報のデータ表現を復元するための手
段４０６を含む。これらの機能は、以上に説明された復調器２２０、あるいは他のある手
段によって実行され得る。
【００３３】
　前の説明は、任意の当業者がここで説明された様々な態様を実行することを可能にする
ために提供される。これらの態様への様々な修正は、当業者に対して容易に明白となる。
また、ここに定義された一般的な原理は、他の態様に適用され得る。したがって、請求項
は、ここに示された態様に制限されたようには意図されないが、言語の要求と一致する十
分な範囲を認めることになる。ここで単数のエレメントに対する参照は、そのように明確
に述べなられない限り「１つおよび１つだけ」を意味するようには意図されず、「１また
は複数」を選び、２つのエレメント（つまり、第１およびだい２のエレメント）の内の「
少なくとも」１つに対する参照は、第１のエレメント、第２のエレメント、或いは第１お
よび第２のエレメントを意味する。当業者に対して既知あるいは後に既知になるこの開示
を通じて説明された様々な態様のエレメントへの全ての構造および機能性の均等は、参照
によってあきらかにここに組み込まれ、請求項によって包含されるように意図される。さ
らに、ここで説明されているものは、そのような開示が請求項に明示的に列挙されている
かどうかにかかわらず公に捧げられるようには意図されていない。エレメントがフレーズ
「のための手段」を使用して明らかに列挙、あるいは方法の場合において、エレメントが
フレーズ「のためのステップ」を使用して列挙されない限り、請求項のエレメントは、ア
メリカ特許法１１２条第６項に基づいて解釈されることはない。
　以下に本願出願の当初の特許請求の範囲について記載された発明を付記する。
［１］
　信号伝達情報のサンプルを生成するように構成されたスライサと、
　前記サンプルを積算するように構成されたデジタル積算器を有する復調器と、
を備え、前記復調器は、前記信号によって伝達された前記情報の前記積算されたデータ表
現をサンプルから復元するようにさらに構成される、
装置。
［２］
　前記信号は、パルス位置変調化信号である、
［１］に記載の装置。
［３］
　前記デジタル積算器は、前記パルス位置変調化信号に基づいて第１および第２の仮定位
置で前記サンプルを蓄積するように構成される、
［２］に記載の装置。
［４］
　前記デジタル積算器は、前記第１の仮定位置での前記サンプルを蓄積するように構成さ
れた第１のアキュムレータおよび前記第２の仮定位置で前記サンプルを蓄積するように構
成されたアキュムレータを備える、
［３］に記載の装置。
［５］
　前記復調器は、前記第１および第２の仮定位置で前記蓄積されたサンプル間の差を比較
するように構成された減算器をさらに備える、
［３］に記載の装置。
［６］
　前記信号によって伝達された前記情報は、符号化され、前記復調器によって復元された
前記データは、前記減算器によって計算された前記差を備える軟判定を含む、
［５］に記載の装置。
［７］
　前記信号によって伝送された前記情報は、符号化されず、前記復調器によって復元され
た前記データは、前記減算器によって計算された前記差に基づく硬判定を含む、
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［５］に記載の装置。
［８］
　前記復調器は、閾値と前記減算器によって前記計算された差を比較することによって前
記硬判定を生成するように構成された比較器をさらに備える、
［７］に記載の装置。
［９］
　前記デジタル積算器は、前記第１および第２の仮定位置のうちの少なくとも１つのため
の期間を変化させるようにさらに構成される、
［３］に記載の装置。
［１０］
　前記スライサは、前記信号のサンプリングのためのサンプリング周波数を変化させるよ
うに構成される、
［１］に記載の装置。
［１１］
　前記スライサは、１ビットスライサを備える、
［１］に記載の装置。
［１２］
　前記スライサは、Ｎが１より大きな整数である、Ｎビットスライサを備える、
［１］に記載の装置。
［１３］
　前記信号の２乗操作を実行するように構成されたスクエアラを備え、前記サンプルは、
前記２乗された信号から生成される、
［１］に記載の装置。
［１４］
　前記２乗された信号をフィルタにかけるように構成されたローパス・フィルタをさらに
備える、
［１３］に記載の装置。
［１５］
　信号伝達情報のサンプルを生成することと、
　前記サンプルを積算することと、
　前記信号によって伝達された前記情報のデータ表現を前記積算されたサンプルから復元
することと、
を備えるワイヤレス通信のための方法。
［１６］
　前記信号は、パルス位置変調化信号である、
［１５］に記載の方法。
［１７］
　前記サンプルを積算することは、前記パルス位置変調化信号に基づいて第１の仮定位置
で前記サンプルを積算することおよび第２の仮定位置で前記サンプルを積算することを備
える、
［１６］に記載の方法。
［１８］
　前記データの復元は、前記第１および第２の仮定位置での前記積算されたサンプル間の
差を計算することを備える、
［１７］に記載の方法。
［１９］
　前記信号によって伝達された前記情報は、符号化され、前記データの復元は、前記計算
された差を比較する軟判定を行なうことを含む、
［１８］に記載の方法。
［２０］
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　　前記信号によって伝送された前記情報は、符号化されず、前記データの前記復元は、
前記計算された差に基づく硬判定を行なうことを含む、
［１８］に記載の方法。
［２１］
　前記硬判定を行なうことは、閾値と前記計算された差を比較することを備える、
［２０］に記載の方法。
［２２］
　前記サンプルを積算することは、前記第１および第２の仮定位置のうちの少なくとも１
つのための期間を変化させることをさらに備える、
［１７］に記載の方法。
［２３］
　前記サンプルを生成することは、前記信号をサンプリングするためのサンプリング周波
数を変化させることを備える、［１５］に記載の方法。
［２４］
　前記信号を２乗することをさらに備え、前記サンプルは、前記２乗された信号から生成
される、
　［１５］に記載の方法。
［２５］
　前記２乗された信号をローパス・フィルタにかけることをさらに備える、
［２４］に記載の装置。
［２６］
　信号伝達情報のサンプルを生成するための手段と、
　デジタル処理で前記サンプルを積算するための手段と、
　前記信号によって伝達された前記情報のデータ表現を前記積算されたサンプルから復元
するための手段と、
を備える装置。
［２７］
　前記信号は、パルス位置変調信号である、
［２６］に記載の装置。
［２８］
　前記サンプルをデジタル処理で積算するための手段は、第１および第２の仮定位置で前
記サンプルを積算するための手段を備える、
［２７］に記載の装置。
［２９］
　前記サンプルをデジタル処理で積算するための手段は、前記第１の仮定位置で前記サン
プルを積算するための手段と、前記第２の仮定位置で前記サンプルを積算するための手段
と、をさらに備える、
［２８］に記載の装置。
［３０］
　前記データを復元するための手段は、前記第１および第２の仮定位置で前記積算された
サンプル間の差を計算するための手段を備える、
［２８］に記載の装置。
［３１］
　前記信号によって伝達された前記情報は、符号化され、前記データを復元するための手
段は、前記計算された差を備える軟判定を行なうための手段をさらに備える、
［３０］に記載の装置。
［３２］
　前記信号によって伝達された前記情報は、符号化されず、前記データを復元するための
手段は、前記計算された差に基づいて硬判定を行なうための手段をさらに備える、
［３０］に記載の装置。
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［３３］
　硬判定を行なうための前記手段は、閾値と前記計算された差を比較するための手段を備
える、
［３２］に記載の装置。
［３４］
　前記第１および第２の仮定位置のうちの少なくとも１つのための期間を変化させるため
の手段をさらに備える、
［２８］に記載の装置。
［３５］
　前記サンプルを生成するための前記手段は、前記信号をサンプリングするためのサンプ
リング周波数を変化させるための手段を備える、
［２６］に記載の装置。
［３６］
　前記サンプルを生成するための手段は、１ビット・スライサを備える、
［２６］に記載の装置。
［３７］
　サンプルを生成するための前記手段は、Ｎが１より大きな整数である、Ｎビット・スラ
イサを備える、
［２６］に記載の装置。
［３８］
　前記信号上で２乗する操作を実行するための手段をさらに備え、前記サンプルは、前記
２乗された信号から生成される、
［２６］に記載の装置。
［３９］
　前記２乗された信号をローパス・フィルタにかけるための手段をさらに備える、
［３８］に記載の装置。
［４０］
コンピュータ可読媒体を備えるワイヤレス通信のためのコンピュータ・プログラム製品で
あって、前記コンピュータ可読媒体は、
　信号伝達情報のサンプルを積算し、前記信号によって伝達された前記情報のデータ表現
を前記積算されたサンプルから復元するために実行可能なコードを備える、
コンピュータ・プログラム製品。
［４１］
　信号伝達情報のサンプルを生成するように構成されたスライサと、
　前記サンプル積算するよう構成されたデジタル積算器を有する復調器と、なお、前記復
調器は、前記信号によって伝達された前記情報のデータ表現を前記積算されたサンプルか
ら復元するようにさらに構成される、
　前記データに基づいたサウンドを生成するように構成された変換器、
を備えるヘッドセット。
［４２］
　信号伝達情報のサンプルを生成するように構成されたスライサと、
　前記サンプルを積算するように構成されたデジタル積算器を有する復調器と、なお、前
記復調器は、前記信号によって伝達された前記情報のデータ表現を前記積算されたサンプ
ルから復元するようにさらに構成される、
　前記データに基づいた指示を提供するように構成されたユーザ・インターフェースと、
を備えるウォッチ。
［４３］
　信号伝達情報のサンプルを生成するように構成されたスライサと、
　前記サンプルを積算するように構成されたデジタル積算器を有する復調器と、なお、前
記復調器は、前記信号によって伝達された前記情報のデータ表現を前記積算されたサンプ
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ルから復元するようにさらに構成される、
　前記復調器から前記データに基づいたデータを生成するように構成されたセンサと、
を備える検出デバイス。

【図１】 【図２Ａ】
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